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　10
月
29
日
、
四
国
電
力
㈱
か

ら
市
防
犯
協
会
へ
L
E
D
防
犯

灯
18
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
社
が
毎
年
10
月
を

「
よ
ん
で
ん
グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ

い
月
間
」
と
し
て
重
点
的
に

行
っ
て
い
る
地
域
共
生
活
動
の

　今
年
、
旧
久
谷
村
が
本
市
に

編
入
さ
れ
50
周
年
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
、
10
月
21
日
、
荏

原
公
民
館
で
「
久
谷
地
区
・
松

　チ
ェ
ジ
ュ
航
空
に
よ
る
松

山
ー
ソ
ウ
ル
線
の
就
航
１
周
年

と
、
週
３
か
ら
週
５
往
復
へ
の

増
便
を
記
念
し
て
、11
月
２
日
、

松
山
空
港
で
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
を
主
催
し
た

松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会
を

　本
市
は
、
台
北
市
と
友
好
交

流
協
定
を
締
結
し
、
両
市
間
の

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
愛
媛
・
松
山
ー
台

北
・
松
山
空
港
間
直
行
チ
ャ
ー

タ
ー
便
は
、
世
界
で
も
例
を
見

な
い
同
名
空
港
間
を
結
ぶ
夢
の

懸
け
橋
と
し
て
、
両
市
の
交
流

取
り
組
み
の
一
つ
で
、
こ
れ
ま

で
に
１
０
０
０
灯
を
超
え
る
数

の
防
犯
灯
が
本
市
（
旧
北
条

市
・
旧
中
島
町
分
含
む
）
に
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　目
録
を
贈
呈
し
た
宮
崎
誠
司

愛
媛
支
店
長
は
、「
今
後
も
こ

の
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
野
志
市
長

は
「
い
た
だ
い
た
防
犯
灯
は
事

故
と
犯
罪
の
防
止
に
と
て
も
役

立
っ
て
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　今
回
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯

は
、
久
枝
・
小
野
・
坂
本
・
石

井
・
生
石
・
桑
原
・
余
土
・
味

酒
地
区
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

問
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
☎

948
６
７
３
６
・
FAX 

934
３
１
５
７

山
市
合
併
50
周
年
記
念
式
典
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　式
典
に
は
地
域
住
民
約
２
５

０
人
が
出
席
。
荏
原
小
学
校
の

児
童
が
水
軍
太
鼓
を
披
露
後
、

久
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
相
原
忠
会
長
が
「
久
谷
は
一

つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
事
故
や
災
害
の

な
い
久
谷
地
区
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　式
典
後
に
は
「
懐
か
し
い
久

谷
の
昔
」
と
題
し
、
昔
の
久
谷

地
区
の
写
真
を
集
め
て
作
成
し

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
上
映
や
、

記
念
講
演
「
文
教
村
宣
言
か
ら

55
年
　教
育
は
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
☎

948
６
９
６
３
・
FAX 

934
３
１
５
７

代
表
し
て
県
の
神
野
一
仁
副
知

事
は
「
松
山
ー
ソ
ウ
ル
線
の
さ

ま
ざ
ま
な
利
用
喚
起
策
を
講

じ
、
双
方
向
の
搭
乗
率
ア
ッ
プ

に
努
め
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
、

と
も
に
式
典
を
主
催
し
た
チ
ェ

ジ
ュ
航
空
・
朴パ

ク

英ヨ
ン

喆チ
ョ
ル

運
航
本

部
長
は
「
松
山
ー
ソ
ウ
ル
線
は

韓
国
と
四
国
を
結
ぶ
重
要
な
国

際
線
に
な
っ
た
。
愛
媛
と
韓
国

の
さ
ら
な
る
交
流
の
拡
大
を
期

待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　ま
た
、
到
着
ロ
ビ
ー
で
は
県

や
市
の
職
員
ら
関
係
者
が
ソ
ウ

ル
か
ら
の
到
着
客
に
「
ア
ニ
ョ

ハ
セ
ヨ
（
こ
ん
に
ち
は
）」
と

韓
国
語
で
あ
い
さ
つ
し
な
が
ら

記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

問
都
市
・
交
通
計
画
課
☎
948
６

４
７
９
・
FAX 

934
１
８
０
７

の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
25
年
10
月
の
初
運
航
か

ら
、
今
年
で
５
周
年
を
迎
え
、

記
念
式
典
が
10
月
26
日
愛
媛
・

松
山
空
港
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
野
志
市
長
は
、「
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
の
人
気

な
の
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
。

松
山
が
台
湾
を
、
台
湾
が
松
山

を
好
き
だ
と
い
う
証
し
」
と
語

り
ま
し
た
。

　式
典
当
日
、
愛
媛
・
松
山
空

港
か
ら
搭
乗
し
た
乗
客
全
員
に
、

記
念
搭
乗
証
明
書
な
ど
が
贈
呈

さ
れ
、
台
湾
か
ら
の
搭
乗
客
を

松
山
城
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
よ
し
あ
き
く
ん
が
出
迎
え

記
念
品
を
配
布
し
ま
し
た
。

問
観
光
・
国
際
交
流
課
☎
948
６

８
８
７
・
FAX 

943
９
０
０
１

四
国
電
力
㈱
か
ら
市
防
犯
協
会
へ

防
犯
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

久
谷
地
区
・
松
山
市
合
併
50
周
年

記
念
式
典
を
開
催

松
山
ー
ソ
ウ
ル
線
就
航
１
周
年
・

増
便
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た

愛
媛
・
松
山
ー
台
北
・
松
山
直
行
チ
ャ
ー

タ
ー
便
就
航
5
周
年
記
念
式
典
を
開
催

四国電力㈱の皆さん（上段）、
野志市長、宮崎支店長（下段右） 荏原小児童による水軍太鼓

関係者らによるセレモニーソウルからの到着客をお出迎え

ま
つ
や
ま
圏
域

未
来
共
創
ビ
ジ
ョ
ン

　平
成
28
年
７
月
８
日
に
本
市
、
伊
予
市
、
東
温
市
、
久
万
高
原
町
、
松
前
町
、
砥
部
町
の
３
市

３
町
で
形
成
さ
れ
た
連
携
中
枢
都
市
圏
（
松
山
圏
域
）
は
今
年
３
年
目
に
入
り
、
圏
域
の
形
成
と

同
時
に
策
定
し
た
『
ま
つ
や
ま
圏
域
未
来
共
創
ビ
ジ
ョ
ン
』
の
計
画
期
間
（
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
の
５
年
間
）
の
折
り
返
し
点
を
迎
え
ま
し
た
。

　松
山
圏
域
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
も
、
地
域
を
活
性
化
し
、
住
民
が
安

心
し
て
快
適
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
、
①
「
経
済
成
長
の
け
ん
引
」、
②
「
高
次
の
都
市

機
能
の
集
積
・
強
化
」、
③
「
生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
の
３
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
連
携

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
３
市
３
町
で
力
を
合
わ
せ
て
松
山
圏
域
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

■
主
な
取
り
組
み

中
小
企
業
商
談
力
向
上
支
援

　百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

大
手
流
通
業
者
や
県
内
の
食
品

販
売
店
が
買
い
手
事
業
者
と
し

て
ブ
ー
ス
を
構
え
、
そ
こ
に
松

山
圏
域
の
中
小
・
零
細
企
業
が

売
り
手
事
業
者
と
し
て
直
接
売

り
込
む
「
逆
」
商
談
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
た
研
修

　救
急
救
命
士
の
就
業
前
教

育
・
再
教
育
や
、
通
信
指
令

員
が
１
１
９
番
を
受
信
し
た

際
の
緊
急
度
・
重
症
度
判
断

な
ど
の
能
力
向
上
を
図
る
た

め
、
連
携
市
町
の
救
急
隊
員

と
通
信
指
令
員
を
対
象
に
、

「
市
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
な
ど
で
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
婚

活
支
援
事
業
の
連
携
・
共
同
実
施

　圏
域
内
市
町
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
活
か
し
た
結
婚
支
援
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

未
婚
者
の
親
が
参
加
す
る
婚
活

交
流
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

病
児・病
後
児
保
育
の
広
域
受
け
入
れ

　市
町
の
枠
を
超
え
て
病
児
・

病
後
児
を
相
互
に
受
け
入
れ
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
本
市

中
間
報
告で

は
石
丸
小
児
科
、
芳
村
小

児
科
医
院
、
天
山
病
院
、
愛

媛
生
協
病
院
で
広
域
利
用
を

受
け
入
れ
て
い
る
一
方
、
東
温

市
の
石
川
小
児
科
、
松
前
町

の
む
か
い
だ
小
児
科
を
利
用

で
き
ま
す
。

ま
つ
や
ま
圏
域
図
書
館
の
連
携

　各
市
町
の
公
立
図
書
館
を

他
市
町
の
住
民
で
も
利
用
で

き
る
よ
う
、
利
用
対
象
者
を

松
山
圏
域
に
拡
大
し
て
い
ま

す
。（
利
用
可
能
な
市
町
立
図

書
館
：
松
山
市
立
中
央
図
書

館
・
同
三
津
浜
図
書
館
・
同

北
条
図
書
館
・
同
中
島
図
書

館
・
伊
予
市
立
図
書
館
・
東

温
市
立
図
書
館
・
久
万
高
原

町
立
図
書
館
・
松
前
町
ふ
る

さ
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
砥
部

町
立
図
書
館
）

問
企
画
戦
略
課
☎
948
６
９
４

３
・
FAX 

934
１
８
０
４


